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高知県における大複殖門条虫症
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節は認められなかった．この症例は著者らの同定に基づ

き，雑賀ら（1983）によって既に報告されているので発

表順であるＴａｂｌｅｌでは88例日となっている．海産魚

の摂食については不明．

症例３（全国における第92例）

高知県大方町在住．４１歳，男性．中村市民病院より同

定依頼された．既往歴は特になく，現病歴として1981年

１月より間歌的下血があり，1983年５月９日に注腸透視

により直腸ポリープと診断された．翌１０日に下痢便中に

虫体を排出した．虫体は長さ14ｃｍ,幅４ｍｍで頭節はな

い．患者は漁業に従事し，イワシ類の稚魚，カツオ，ヒ

メジ，ヒラソウダ等を常食していた．

症例４（全国における第93例）

高知県須崎市在住．５５歳，男性．高知市民病院より同

定依頼．虚血性心疾患と僧帽弁膜症の既往歴を有する．

現病歴は特にないが，1984年６月に排便時に条虫を排虫

したもので駆虫は実施していない検査所見に異常はな

い．虫体は長さ11ｃｍ,幅７ｍｍで頭節を欠く未成熟虫体

であった．魚類等の摂食状況は不明．

症例５（全国における第94例）

高知県須崎市在住．５７歳，男性．岡村病院より同定依

頼．既往歴は胃潰瘍と肝炎であった．毎食後30分位に下

腹部に不快感が受診の２週間前よりあった．1983年９月

27日に高圧院腸を実施したところ，180ｃｍの虫体，２８日

に331ｃｍの虫体を排虫した．

その後，通院するも疲労感が持続し，入院させたが特

に症状もなく，条虫の排出をみなかった．そのためビチ

オノール(30ｍｇ/k９，３日間連用）およびアミノサイジン

(３９，３日間連用）を与えたがその後の排虫はない．虫

体は長さ511ｃｍ，幅10ｍｍで頭節は認められない患者

は刺身等の生魚を最近はたべていない．

症例６（全国における第95例）

高知市在住．３９歳，男性．高知医大第二内科より同定

大複殖門条虫症は，長崎県で28歳の男性から，Iijima

andKurimoto(1894)が最初の人体寄生例を報告して以

来，現在までに約90例が神奈川県以西の太平洋岸と，京

都府以西の日本海岸の19府県から見出されている．

高知県からは，1978年までに高知市在住と考えられる

年齢，氏名など全く由来不明の標本が１例存在するのみ

であったが（岩田・安岡，１９７０；西本，私信)，その後，

熊沢ら（1981a，ｂ）が３例を報告し，計４例が見出され

ている．

1982年以降，1984年末までに著者らの教室に同定を求

められた各種の条虫のうち，９例が大複殖門条虫と確認

されたので，これらの報告を行うと共に現在までの日本

の報告事例をまとめ，若干の疫学的考察を試みた

成績

以下各症例について簡単に記載する．

症例１（全国における第91例）

高知県土佐市在住．７４歳の男性の条虫標本が土佐病院

より同定依頼された．既往歴は特にない．1982年７月２１

日朝に３回の下痢と共に141ｃｍの虫体，翌22日に200ｃｍ

の虫体を下痢と共に排出した．アミノサイジン50ｍｇ/kｇ

を２回に分服させ，下剤（硫酸マグネシウム）を与えた

がその後の排虫はない頭節はない．患者はカツオの刺

身を毎夕食，シイラを１週間前，ウルメイワシを３週間

前にそれぞれ酢物として摂食していた．

症例２（全国における第88例）

高知県須崎市在住．４６歳，男性の条虫標本が高陵病院

より高知医大中検を経由して同定依頼された．既往歴は

特になく，現病歴として排虫の３日前より下痢が発現

し，下痢便と共に排虫した（1983年４月)．検査所見は

特に異常はない虫体の長さは164.4ｃｍ,幅4.4ｍｍで頭
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が存在していることは否定できない

今回えられた虫体は，１）いずれも各片節に２組の生

殖器（またはその原基）をもち，その問の距離は片節幅

の約Ｖ４～'/3であった．なお，一部の標本では２組の生殖

器の間に稀に第３の過剰生殖器がみられた．２）片節の

幅は縦径にくらべ著しく大きく，また，すべての虫体で

片節の二次分節がみられた．３）いずれの虫体も１対の

生殖器（原基）列の外側に１対の神経幹の間の髄層

(Medulla）内に少なくとも１本の排出管を認めた．４）

横分体（Strobila）の生殖器列と神経幹に相当する部分，

およびその他の部分に顕著な縦溝を認めた．

以上の特長はＫａｍｏｅｆａＺ．（1971）の，．ｇγα"αｉｓ

の記載に完全に一致している．

本条虫寄生による症状は，ＫａｍｏｅｔａＺ.（1971）によれ

ば，下痢，腹痛をはじめ，倦怠感，悪心，食欲不振，腹

鳴などの消化器症状をあげているが，高知県における症

例でも２～３日前からの下痢と腹痛が過半数をしめ，下

痢便と共に排虫し，それによって寄生に気付いている．

1984年末までの高知県下の症例の性別は，男１０名

(769％)，女２名（15.3％)，不明１名（7.7％）で男'性

が著しく多い．一方，全国の99症例を集計すると，男８３

名（83.8％)，女13名（13.1％）であり，本条虫症が男

`性に多いことを示している．

年齢別では50歳代が４名（308％)，ついで40歳代３

名（23.1％)，６０歳代と70歳代が各々２名（15.4％)，３０

歳代および年齢不明が各々１名（7.7％）であった．

これは全国の99症例の40歳代26名（26.2％)，３０歳代

23名（23.2％)，５０歳代17名（17.2％)，２０歳代および６０

歳代各々10名（10.1％)，７０歳代５名（５１％)，１０歳代

３名（３０％）および不明６名（6.1％）の割合と大差な

く，中壮年齢層が感染源と推定される海産魚をより多く

生食していることを示唆する．

加茂（1969）およびＫａｍｏｅｔα/・（1971）は，地方別

には九州で早春（２～５月)，山陰で春から夏（４～６

月)，東海で夏（５～８月）とそれぞれ患者発生の山が

あることを認めている．

1984年末までの99症例について改めて季節的発生をし

らべてみると，春（３～４月)，夏（６～８月）にかけ

て発生されていることが多く，秋から冬にかけては少な

い．これを本条虫症の多い長崎県，静岡県，鳥取および

島根県，その他の県についてわけたところ，長崎県では

７～８月と11～12月には全くなく，１～２月も少ない．

しかし，他の月はほぼ同様の割合で発生している．静岡

依頼,４年前に心筋梗塞の既往歴を有する.現病歴として

は２日前より腹痛を伴なう下痢で，1983年11月19日に下

痢便と共に30ｃｍの虫体を，２０日に100ｃｍの虫体をそれ

ぞれ排虫した．最大幅は４ｍｍで頭節はなかった．その

後,ピチオノール30ｍｇ/kｇを隔日５回投与したが排虫を

みていない.患者は刺身をほとんどたべていないという．

症例７（全国における第96例）

高知県安芸市在住．６３歳，男性より排出された条虫標

本が高知医大第一内科より同定依頼されたもので，現病

歴として1984年１月に排便時に虫体がでるという訴えで

来院．アミノサイジンＬ５ｇを２回にわけて投与したと

ころ，長さ97ｃｍ,幅16ｍｍの虫体を排出した．頭節はな

い既往歴はない．患者はカツオ，アジ，サバ等の刺身

を毎日のように摂食していた．

症例８（全国における第97例）

高知県窪川町在住．５３歳，男性より排出された条虫標

本が高知医大第三内科より同定依頼．既往歴は特にな

い．1984年１月末より下痢があり，２月14日昼排便時に

90ｃｍの虫体を排出．２月21日排便時に10ｃｍの虫体を

排出したとの訴えで来院．駆虫目的で入院，検査所見で

は特に異常はない２月27日ピチオノール40ｍｇ/kｇを

投与したところ，１２時間後に長さ789.3ｃｍ，幅15ｍｍの

虫体を排虫した．頭節はない．患者は牛肉の刺身を摂食

しているほか，魚の刺身はよくたべていた．

以上の８症例については，第40回日本寄生虫学会西日

本支部大会（1984年10月）において著者らが報告したも

のであるが，次の症例９はその際に追加報告したもので

ある．

症例９（全国における第99例）

高知県中村市在住．４６歳の男性からの条虫標本が中村

市民病院より同定依頼．既往歴はない．自覚症状のない

ままに1984年10月１日に排便時に排虫したとの訴えで，

翌日ピチオノール40ｍｇ/kｇを投与したところ，再び排

虫をみた．虫体は長さ合計268ｃｍ，幅６ｍｍで頭節はな

く，未成熟虫と考えられた．検査所見に異常はない．患

者はカツオ，サバ，タコ，クジラ，アユなどを生でよく

摂食していた．

考察

大複殖門条虫（DiPZqgo"OPOγ"ｓｇｒα"伽）は日本固有

の条虫であるが肚鯨複殖門条虫（Ｄ・Ｍａｃ"”teγαe）と

の異同に関しては必ずしも結論に達していない．また，

近似種も報告されており，分類学的に検討を要する問題

（２）
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県では春から夏（４～８月）までにのみ発生が認められ

た．鳥取，島根両県では静岡県と同様に春から夏にかけ

て発生しているが，１１～12月にも認められる（Fig.１)．

一方，高知県の場合には症例数が少ないにせよ，年間

を通じて発生がみられた．しかし，冬に多い傾向がある

ことは他地方と異なる．

このような差については，今回はその原因を明らかに

しえなかった．加茂（1969）は沿岸漁業の水揚げ最盛期

のずれを注目する必要があると述べているが，地域によ

る摂食海産魚の種類およびその調理方法の相違もあげら

れよう．

本条虫の感染源に関しては，患者の好んで生食した海

産魚類として，イワシ，アジサパ，カツオ，ハマチ，

イカなどがあげられている（藤沢・金子，１９５９；加茂，

1969；ＫａｍｏｅＺα/､，１９７１；木船ら，１９８１；熊沢ら，

1981a，ｂ；影井，1982)．

ここで報告した高知県の９症例の海産魚生食の調査で

は，カツオ，ヒラソウダ，ウルメイワシ，イワシ類の稚

魚，ヒメジ，アジ，シイラ，サバなどが患者によって摂

食されているが，特定の魚類を推定しえなかった．

全国の本条虫の症例は，森下（1962)，ＫａｍｏｅＺａＺ．

(1971）および熊沢ら（198lb）によりまとめられている

が，患者の居住地，虫体の記載その他について訂正すべ

き事項が多い．

そこですべての症例に関して改めて過去の文献にあた

って整理したものがＴａｂｌｅｌである．本来は論文の発

表時をもって発表順位をつけるべきであるが，学会報告

のみのもの，論文のみのもの，学会で追加発表したもの

などきわめて種々であるので，学会または論文のいずれ

においても最初に報告した時点で並べた．

宮崎（1954）が学会で報告した症例は，その後，Ka

moandMiyazaki(1970）により，新種，.／ＭｚＭαピル

sｉｓとされた．しかし，DiPZOgo,IOZ6oγ"ｓ属で普通にみ

られる片節の二次分節を欠くなど，他の症例の虫体とは

著しく形態的に異なるので，この表では削除した．

症例５の患者は従来三重県となっていたが，発症の時

期から考慮して大阪府が正しいと考えた.症例48は当初，

岩倉(1967）が学会で追加報告したものであるが，その

後，串間（1969）がその症例について単独報告した．岩

倉の報告は単に紹介したにすぎないと考えて報告者名を

変更したことなどが主な訂正箇所である．

熊沢ら（198lb）の報告以降，木船・辻（1980）の大

分の症例（85)，佐野ら（1981）の静岡の症例（86)，影

井ら（1981）の神奈川の症例（87)，今回記載したが学

会で既に報告されている雑賀ら（1983）の高知の症例

(88)，大島・天野（1984）の神奈川と静岡の症例（89,

（３）
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朋
朋
朋
朋
妬
朋
朋
朋
肪
朋
朋
朋

１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Shizuoka

Shizuoka

Wakayama

Kagoshima

Kagoshima

Kumamoto

Kumamoto

Osaka

Kanagawa

Kumamoto

Nagasaki

Hiroshima

Tottori

Shimane

Tottori

Tottori

Okayama

Shizuoka

Shizuoka

Shizuoka

Shizuoka

Shizuoka

Mie

Ｔａｋａｇｉ

甜
坐
四
虹
幻
灯
Ｎ
処
刑
７
．
但
鈍
卿
拙
皿
沁
弘
狸
旧
７
．
７
．
弱
⑬

Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
９
・
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

1939

巧
咄
Ⅳ
肥
、
加
肛
皿
別
趾
妬
別
幻
朋
別
訓
弘
胡
羽
弘
お
珊
町

Ｅｇｕｃｈｉ＆Hamaguchi

Miyazaki

Maeda

Umemoto

1940

1948

1950

1950

＋
＋

1953

1955

1957

1958

1961

1964

Morishita＆Takemoto

Fujisawa＆Kaneko

HatanocZaJ・

Ｍｕｋａｉ

ＯｋａｈａｓｈｉｅＺａＬ

Ｋａｍｏ＆Hatsushika

７
・
＋

＋
＋

1965

1967

1967

lnatomi＆Ｉｗａｔａ

ＫａｍｅｇａｉｅＺａＺ，

Iwata＆Akiyama

1967Yabumoto

（４）
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Tablel（continued）

Patient ＷｏｒｍＲｅｐｏｒｔ
Ｃａｓｅ

Ｎｏ．

Ｄ…undAgOSe×柵h鮒Ｓｃ｡にエYearLocalityAuthor

ＮａｇａｈａｎａｃＺａＬ

ＫａｍｏｃＺａＬ

ＩｓｈｉｉｃｔαL

Okamura

IchiharacZaL

MaejimaeZα/、

HatsushikaeraJ．

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

Kyoto

Tottori

Fukuoka

Kumamoto

Shizuoka

Tottori

Tottori

Tottori

Ehime

Shimane

Miyazaki

Kochi

Aichi

Kagoshima

Nagasaki

Nagasaki

Nagasaki

Shizuoka

Nagasaki

Nagasaki

Nagasakｉ

Ｅｈｉｍｅ

Ｓｈｉｍａｎｅ

Ｅｈｉｍｅ

Ｓｈｉｚｕｏｋａ

Ｓｈｉｚuoka

Shizuoka

Shizuoka

Shizuoka

Shizuoka

Shizuoka

Shizuoka

Nagasaki

Shimane

Tottori

Tottori

Tottori

Tottori

Tottori

Tottori

Shimane

Tottori

1967

1967

1967

1967

1968

1968

1968

Dec，

June

June

SepL

Apr・

Apr・

Ｍａｙ

Ａｕｇ

Ａｕｇ

Ｎｏｖ・

Ｍａｙ

？

？

Jan・

Ｍａｙ

Ｍａｙ

Ｓｅｐｔ・

July

Jan・

Apr・

Apr、

Ｊｕｎｅ

Ｊｕｌｙ

Ｍａｙ

９

７

７

９

Ａｕｇ・

Ｍａｙ

Ａｕｇ

Ａｕｇ，

June

June

July

7

Aug，

Ｍａｙ

Ｍａｙ

Ｍａｙ

Ｍａｙ

Ｍａｙ

６
７
７
７
７
８
８
８
６
８
７
４
２
０
９
９
９
１
２
２
２
１
２
９

９
９
３
４
５
０
０

６
４
４
５
５
５

朋
朋
朋
肪
朋
朋
川
船
朋
朋
朋
朋
朋
帥
朋
朋
冊
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
妬
？
。
？
ｏ
・
？
加
川
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ｗ
Ｗ
？
妬
ｗ
ｗ
Ｗ
ｗ
Ｗ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

躯
閲
妬
別
別
冊
冊
蛆
肥
Ⅲ
Ⅲ
７
・
釦
町
筋
羽
町
田
銘
仙
冊
４
４
〃
９
．
ｍ
似
妬
印
蛆
矼
皿
妬
冊
犯
？
沁
炬
冊
別
如
拓

９
５
２

●
●
●

３
１
０
０
５
５
９
４
４
８
０
４
０
０
０
６
５

８
９
９
０
９
６
３
８
６
２
６
７
０
５
１
５
３

９
５
２
１
１
１
３

３
０

２
３
１
１
１

１

５
７
８
３

５
５

●
●
●
●

●
●

３
４
２
２
４
２
１
９
ｕ
ｍ
７
・
旧
５
８
８
６
０
６
３
２
８
７
９
７
５
８
８
０
２
７
７
７
５
５
３
４
１
０
８
３
１
８

１
１
１
１
１
１
１

３
１

１
１
１

２
１

２
１

１
２

１
１
１
１

１
２

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
７
・
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
？
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

＋

＋

ＮｉｓｈｉｄａｅＺａＬ

ＫａｍｏｅＺａＺ，

Kushima

lwata＆Ｙａｓｕｏｋａ

ＩｗａｔａｅＺａＬ

ＹａｍａｇａｍｉｅＺα/・

SakaguchicZaZ．

'968

1969

1969

1970

1970

1970

1970

＋

IｗａｔａｅＺａＬ

ＳａｋａｇｕｃｈｉｃＺａＬ

1971

1972

０
４
８
８
０
０
０
７
２
０
０
５
６
６
５
０
２
０
８
６
４
６
３
０
２

０
５
６
５
３
３
６
１
９
１
５
１
９
１
１
９
１
７
３
５
１
１
１
７
３

３
１
４
４
１
１

１
４
３
５
１

１
２

３
１

１
３
４
１

＋

HatsushikactaL

HatsushikaeZaL

ＨｉｒａｉｅｔａＪ，

Mochizuki

'973

1974

1976

1976

＋
＋

ＹａｍａｍｏｔｏｅＺａＺ、

ＹａｍａｎｅｃＺａＪ．

1976

1976

＋

（５）
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Tablel（continued）

PatientReport Ｗｏｒｍ

Ｃａｓｅ

Ｎｏ．

Ｄ製MouMAgoSeエ淵h脳１ｓ…YearLocalityAuthor

July

Nov・

Nov・

Jan・

Jan・

Ｆｅｂ

Ｍａｒ・

Apr・

July

Nov、

Apr、

Apr・

June

July

May

June

Sept・

Nov・

Jan・

Feb・

June

Oct．

Tottori

Shimane

Kochi

Kochi

Kocl１ｉ

５
６
９
０
０
０
０
０
０
０
３
４
４
２
３
３
３
３
４
４
４
４

７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｎ
〉
可
上
０
］
『
。
川
辻

只
〉
ｎ
℃
ｎ
５
ｎ
ｂ
、
ひ

３
０
０
１
５

５
５
７
７
４

Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｆ
Ｍ

１
５

４
３

７
．

●
●

●
●

７
６
５
４
４
２
１
０
０
０
４
５
０
１
４
１
１
０
７
９
９
８

３
２
８
７
９
５
４
７
２
１
６
４
１
４
１
１
１
３
９
８
０
６

２
２

２
４
３
４

５
１
１
４
３

５
１

８
２
ｏ
］

５

１１

５．５

７．２

１９．５

２０．５

２１．５

８

４．５

２１

４．４

４

１４

８

４

７

１０

４

１６

１５

８．１

６

1977

1980

1981

1980

ＫｕｍａｚａｗａｅＺａＺ．

＋

ＫｕｍａｚａｗａｅＺａＺ．

Kifune＆Tsuji

SanoeZaL

KageiEtaZI、

ＳａｉｇａｅＺａＬ

Ｏｏｓｈｉｍａ＆Ａｍａｎｏ

Oita

Shizuoka

Kanagawa

Kochi

Kanagａｗａ

Ｓｈｉｚｕｏｋａ

Ｋｏｃｈｉ

Ｋｏｃｈｉ

Ｋｏｃｈｉ

Ｋｏｃｈｉ

Ｋｏｃｈｉ

Ｋｏｃｈｉ

Ｋｏｃｈｉ

Ｍｉｙａｚａｋｉ

Ｋｏｃｈｉ

5２

２８

５１

４６

５８

６５

７４

４１

５５

５７

３９

６３

５３

３６

４６

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

'980

1981

1981

1983

1984

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

6）

ＳｕｚｕｋｉｅＺａＺ． 1９８４

Ｋｕｓｈｉｍａ＆Ｉｍａｉ

ＳｕｚｕｋｉｃＺａＬ

1984

1984

本条虫症の報告例は1959年までは，１０年間に10例以内

であったが，1960-1969年には30例，1970-1979年には

20例，1980年以降は既に17例に達している．これを比較

的多発している県別にみると，山陰（鳥取，島根県）で

は1960年に９例，1970年に10例であったものが，1980年

代では１例も発生していない長崎県の場合も山陰同様

に1960年，７０年代にそれぞれ３，４例であったが，１９８０

年代には１例もでていない．

静岡県では1960年代には８例であったが，1970年代に

は３例，1980年代には２例と次第に減少している．この

ように曾ての多発県の報告例が減少の傾向にあるにもか

かわらず，高知県では1960年代，1970年代に各１例であ

ったものが，1980年代には11例の多きに達している．

この事実は前記したように海産魚の廻蒋の変化なども

否定はできないが，高知県では海産魚の生食頻度が高

く，本条虫症が以前から存在していたと考えたい．すな

わち，高知医大設置以前は条虫を同定すべき機関がな

く，排出虫体はすべて条虫症として処理されていた可能

90）および著者ら（1984）の８例(91～97および99）が

つづく．更に串間・今井（1984）が宮崎から１例を報告

し，1984年末までにわが国の大複殖門条虫症は合計99例

となる．

なお，江口・岩田（1960）および森下（1962）による

と，長崎で２例，東京で１例および岐阜で１例あること

が記載されているが，いずれも正式の発表がなく，単な

るききこみであるためにこの表には加えていない．

これら患者の出身地を府県別に集計したものが，Ｆｉｇ．

２で従来いわれていたようにすべて海岸に沿った地帯で

内陸部には全くみられない．高知県の症例のみをみて

も，太平洋に面した５市２町に属し，山間部の町村から

は発生していない．このことは，多くの研究者の指摘す

るように感染源が海産魚であることを示唆するものであ

ろう．しかし，海産魚類の流通機構の発達，嗜好魚類の

変化，内陸部住民の海岸地方への旅行，その他により今

後は内陸部の住民にも本条虫症の発生の可能性が存する

ことは十分に予想される．

（６）
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ろ
Ｆ、
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１
１
】
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た大複殖門条虫症の一例．寄生虫誌，6,37-39.

3）平井和光・酒井雅博・阿波丼五郎(1978）：大複

殖門条虫について－愛媛県における大複殖門条

虫症の第４例－．日農医会誌，25,599-603.

4）Iijima，LandKurimoto，Ｔ・（1894)：Ｏｎａ

ｎｅｗｈｕｍａｎｔａｐｅｗｏｒｍ（Bot/J7ioc"Aα/z`ssp.）

Ｊour・ＣｏＬＳｃｉ・ＩｍｐＵｎｉｖ・Tokyo、６，３７１－

３８５．

５）岩倉利明(1967）：〔追加発言〕・寄生虫誌，１６，
５８４．

６）岩田正俊・安岡五良(1970）：複殖用条虫の高知

県における人体寄生一例．寄生虫誌，１９，４１７－

４１８．

７）影井昇(1982）：２．３の食品媒介条虫症．モ

ダンメディア，28,518-538.

8）影井昇・林滋生・加藤桂子・升秀夫

（1981）：神奈川県における大複殖門条虫症の第
２例とその硫酸パロモマイシンによる駆虫成績．

寄生虫誌，10,457-465.

9）加茂甫(1969）：大複殖門条虫に関する研究．

寄生虫誌，18,333-337.

10）Ｋａｍｏ,Ｈ・andMiyazaki，Ｉ．（1970）：ＤｊｉＰｂ

ｇｏ"OPO「"ｓ犬`ん"oAae"sissp・nov．（Cestoda：
Diphyllobothriidae）ｆｒｏｍａｇｉｒｌｉｎＪａｐａｎ

ＪｐｎＪ・ParasitoL，19,635-644

`性が強い．

従って海産魚の生食習Ｉ慣が続くかぎり，高知県では今

後も本症が多発することが推定されるが，更に症例数の

増加の原因や感染源の調査などの検討を加えてゆきた

い．

要約

１．高知県において1982年から1984年末までに発生し

た大複殖門条虫症の９例の記載を行なった．この結果，

高知県では合計13症例の発生をみたことになる．

２．１８９４年に日本で最初の本症が報告されて以来，

1984年までに認められた99症例のすべてをまとめた．

３．全国的には春から夏にかけて多いが，高知県では

本症の発症は冬に多く，また，患者はすべて海岸に面し

た地区にのみ発生がみられた．

４．全国的には本症の発生は減少しているが，高知県

では増加の傾向が認められた．
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I Abstract

DIPLOGONOPORIASIS IN KOCHI PREFECTURE

Noriji SUZUKI^, Yoshisuke OKAMURA1)2), Hideo KUMAZAWA15 and Kyoko IMAMURA15

(vDepartment of Parasitology, Kochi Medical School, Nankoku, Kochi 781-51 ;

^Kochi Meat Inspection Center, 38-1 Ebinomaru, Kochi, Kochi 780)

Four human cases of Diplogonoporus grandis (Cestoda) infection have already been reported

from Kochi Prefecture, and in this report, additional nine cases occurring between 1982 and 1984

are described. The 99 cases recognized so far from Japan are summerized. The incidence was

strongly restricted to coastal regions of southwest part of Japan. Diplogonoporiasis in Kochi Pre

fecture tended to occur in winter, whereas in other regions of Japan it was the most frequent

between spring and summer. In contrast to other regions, Kochi Prefecture apparently exhibits

a marked increase in the incidence of cases in recent years.
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